
 

 

 

 

 

 

 

 

 ＰＥシリーズ４ 

 吸収補正なしのＰｏｌｙｅｔｈｌｅｎｅをＴｅｘＴｏｏｌｓで処理比較 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ２０１９年０９月２５日 

   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



概要 

 ＰＥシリーズ１から３で吸収補正なしのデータをＬａｂｏＴｅｘで解析を行っていました。 

    今回、ＬａｂｏＴｅｘに続き、ＴｅｘＴｏｏｌｓを扱ってみます。 

 解析するデータはＰＥシリーズ１から３と同一。 

  

 ＴｅｘＴｏｏｌｓのＲｐ％は解析結果に記述されています。 

 

 ＶａｌｕｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算は±１５度のＢＯＸで計算のため、変化は少ない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



完璧なデータ（吸収の影響を受けていない）をＴｅｘＴｏｏｌｓで解析 

ＯＤＦ解析結果 

 

ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで評価 

 

VolumeFraction 

 

 

 



吸収補正の必要なデータの ODF解析 

 

ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで評価 

  

VolumeFraction 

 

 

 

 



吸収補正の必要なデータの ODF解析結果に再ｄｅｆｏｃｕｓ＋計算吸収補正 

ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦのＥｒｒｏｒ曲線からｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

｛３１１｝極点図からｍｕ＊ｔを計算し、補正 

 

計算された極点図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



再計算結果のＯＤＦ解析 

 

ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで評価 

  

VolumeFraction 

 

 

 

 



再々ｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

再吸収補正せずに、再々ｄｅｆｏｃｕｓ補正極点図をＯＤＦへ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



再々ＯＤＦ解析 

 

  

ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦでＲｐ％確認 

  

Ｒｐ％プロファイルが±１．５％以内 

 

 



VolumeFraction結果の検証 

完全な極点図  

  

吸収の影響を受けた極点図 

  

再ｄｅｆｏｃｕｓ＋計算吸収補正 

  

 はこのＢＯＸの方位密度で計算される。 

 吸収の影響で最大方位密度位置のずれが確認できます。 

 しかし、本来 ＶＦ＝５０％が４０％で計算されている。 

又、ＶＦ％のＥｒｒｏｒは表示されていないので不明。 


